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FR）の 6 項目の評価尺度から構成されている．被験者は 6 つ
の各項目について 20段階で評価する．スコアの高い項目から順
位付けをし，その値をそのまま重み係数として用いる．NASA-







RRI の平均 (AVERRI) と 1 分間あたりの拍動回数（心拍数
HR)，これらは自律神経系との関係が確認されている．SDRR
は RRI の標準偏差 (SDRR) と RRI の変動係数（CVRR ＝
SDRR/AVERR）．これらは副交感神経の活動を反映すること











用いた．複数（p）個の説明変数X1; X2; ¢ ¢ ¢ ; Xpに心拍変動から
得られる特徴量，一つの目的変数 Y は精神負荷状態NASA-TLX
のスコア（AWWL）である．























図 4 Stevensのべき法則 図 5 スコア補正方法
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